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テ レ ピアホー
ル

　　　開かれた行動分析学に 向けて
　　 一 シングル ケ

ー
ス デザイ ンをめぐっ て一

　　　　　Toward　Open　Behavior　Analysis：
The　Debate　over 　S血gle

−Case　Experimental　Designs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ ン ポ ジ ウム趣 旨

　日本行動分析学会は発足 30 年を迎えました。これまで の行動分析学を振 り返 っ てみて問われるべ き

問い の ひ とつ に、行動分析学は果た して 開かれた学問領域とな っ てきたか とい うこ とが挙げ られます。

行動分析学の さらなる発展の ため には、他の 心理学領域や心理学以外の 学問領域、ひ い て は杜会に対 し

て開かれた学問領域でな くてはな りませ ん。 そ の ために行動分析学の持つ 強み をこれまで以上に積極的

に ア ピ
ー

ル し て い く必要が ある の で は ない で し ょ うか
。 本記念シ ン ポジ ウム は、「開かれた行動分析学

に向けて 」 とい うメ ッ セ ージの もと、行動分析学の 特色 の ひ とつ と して掲げられ る 「シ ン グル ケ
ー

ス デ

ザイン 」 とい う研究法 を軸に 、
「開かれた行動分析学」 で あるために何が必要かを会員の皆様 とともに

考えた い と思い ます。
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司会 ・趣旨説明 ；井垣竹晴 （流通経済大学）

話題提供 ；

　　石井　拓 （徳山大学）： 「シ ン グル ケ
ー

ス デザイ ン の概要」

　　吉岡昌子 （愛知大学）・藤原誉久 （上川病院）・乾　明紀 （京都光華女子大学）

　　　； 「実践揚面における シ ン グル ケース デザイン の 活用」

　　山田剛史 （岡山大学）； 「シ ン グル ケース デザイン における統計分析」

　　田垣正晋 （大阪府立大学）； 「シ ン グル ケースデザイ ン と質的研究」

指定討論 ：藤 健
一

（立命館大学）、吉田寿夫 （関西学院大学）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 話題提供

石 井拓 ： シ ン グル ケース デザイン の 概要

　シ ン グル ケースデザイン を用い るときの
一
般 的な手順や、反転法、多層ベ ー

ス ライン法 条件交替法

などの各手続きにつ い て事例を交えっ っ 紹介する。しか し、それ らを自在に使い こなすためには実験計

画法の論理にっ い て の理解が欠かせない た め、研究の 内的妥当性や
一
般性の観 点か らもシ ングル ケース

デザイ ン の 特徴を確認す る。 特に、実践場面でエ ビデン ス を重視する風潮が高ま っ てきた中で シ ン グル
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ケ
ー

ス デザインを用いた研究が果たす役割につ い て考える 。
つ ま り 、 そ のデザイン によっ て何が確かめ

られ、何が確かめ られない かに つ い て 、群問比較法の 1っ で あるラン ダム化比較対照実験 と比べ ながら

論 じる 。 そ の 上で 、シ ン グル ケ
ー

ス デザイ ン を用い た研究を エ ビデン ス として よ りよ く活用するために、

再現実験やメタ分析を促進するため の 体制づ くりや、群間比較法との 併用 の 可能性 につ い て論 じる。

吉岡昌子 ・
藤原誉久 ・乾　明紀 ： 「実践場面にお けるシン グル ケ

ー
ス デザイン の 活用」

　こ こ で は職種間連携による多層な支援の 実現に、シ ン グル ケー
ス デザイ ン の 活用が期待 され る分野 と

して 、高齢者および障がい者の 介護に焦点を当て る 。 話題提供者の藤原氏は理 学療法士 として病院で認

知症ケア に携わ り、揚当た り的で効果が曖昧にな りがちであっ た行動 ・心理症状 （BPSD ）の対応に つ

い て現場ス タ ッ フ と連携 し、行動アセ ス メン トに基づ く対応方法の 具体化 と介入効果 の 検証に取 り組ま

れ て い る 。 乾氏は組織コ ン サ ル タ ン トとして訪問介護事業を展開す る企業の組織開発に関わ り、サービ

ス 提供者が主体となっ て 自らの組織の 課題を明らかに し、組織改革するプ ロ セ ス の 支援を行動データの

活用により検討 されてい る。 両氏の 実践の報告 をもとに、本分野にお けるシ ン グル ケ
ー

ス デザイ ン の 導

入 の 実際とその利点、現場で 直面す る課題を討議し
、 今後の 示唆を共有した い

。

山田剛史 ： シ ン グル ケースデザイン における統計分析

　 シ ン グル ケー
ス デザイ ン を用い て 実施された研究デ

ー
タ （これをシ ン グル ケ

ー
ス デー

タ と呼ぶ こ とに

す る）の 分析は、主 としてデー
タをグラ フ化 し、目視で 処遇の効果を確認す る、視覚的判断 （Visual

inspection）で行 われて きた 。

一
方で、視覚的判断の信頼性の 問題か ら、視覚的判断を補助す るもの 、

あるい は これに代わるもの として、い くつ かの 統計的方法が提案されて い る 。 シ ン グル ケー
ス デー

タは、

1つ の ケース につ い て 、標的行動の 反復測定によっ て得 られるデー
タで ある 。 こ の よ うなデー

タ の 特徴

を考慮した分析方法が提案されて い る。本シ ン ポジ ウム では、推測統計的手法 として、ラ ン ダマ イゼ ー

シ ョ ン 検定と時系列分析を、記述統計的手法 と して 、様 々 な効果量を、それぞれ紹介す る。効果量は、
一

事例実験 の メ タ分析でも利用される 。 それぞれ の 手法の概要を述べ る とともに、R 等を用い た具体的

な分析手順にっ い て も解説す る。

田垣正晋 ： シ ン グル ケー
ス デザイ ン と質的研究

　筆者は、長年 、 障害者の 語 りに関する質的研究や、障害者施策に関する住民会議に 関するア ク シ ョ ン

リサーチをして きた 。
こ の ようなバ

ッ クグラ ウン ドを持つ 筆者は 、 シ ングル ケ
ー

ス デザイン が、介入の

因果関係を、観察可能な事象の検討に基づ い て同定 しようとする実験的手法であ り、質白妍 究とは対極

にあると感 じて い た 。
しか し 、 実際の研究にあたっ てみる と 、 こ れ は誤解で あり、質的研究と相通 じる

点が ある事に気づ き始めた。それは、研究対象者の 少なさ （概ね単一事例） 、 実験的なデザイ ン ではあ

るが、研究者 と対象者の相互 作用 が
一
定程度あるこ と、介入前か ら介入後の プ ロ セ ス の 記述、 「一般化」

可能な理論 よりも、局所的な理論を指向して い る こ となどで ある。観察され た事象の 数量化は 、 1つ の

記述上の 表現で あ り、意味上 の合意が必ず含まれ ると考えれば、質的研究の 立場と相通 じる と こ ろがあ

る 。 以 上の 点に注 目しなが ら、シ ン グル ケ
ー

スデザイン と質的研究は、互い の 共通点を認 めた り、相違

点に基づ い て補完 しあっ た りしたほ うが、実践に貢献で きるこ とを論 じて みた い。

　なお、2014年度に創立三十年を記念した学会誌 （特集号）を発行する予定です。特集号におい て、記

念シ ン ポ ジ ウム の 記録論文、三十年を回顧 した記録論文等を掲載する予定です。

　　　　　　　　　　シ ン ポジ ウム ・特集号委員会委員長 ：井垣竹晴

委員 ：井澤信三 、石井拓、長谷川芳典、藤健
一
、眞邉

一
近、吉岡昌子
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